
アンケート集計結果 

 

① アンケートの実施概要 

・調査対象   ：北品川一・二丁目、南品川一・二・三丁目に居住する 

         20歳以上の区民から無作為に抽出した1,400人 

・実施時期   ：平成28年12月1日～20日 

・配布・回収方法：郵送 

・回収数    ：404通（回収率28.8％） 

         ※統計処理上必要なサンプル数を得たと判断できる。 

・調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 集計結果 

問1 品川宿の景観について 

あなたは、現在の旧東海道品川宿及びその周辺の景観や雰囲気についてどのようにお感

じですか。 

「その他」と回答した46件の中にも「部分的に」「一部は」「北品川は」等の記述が23件

あった。 

  

品川宿らしさを感じる

218
54.0%品川宿らしさを

感じない
102

25.2%

わからない

34
8.4%

その他

46
11.4%

無回答

4
1.0%



 

問2 品川宿らしい景観について 

あなたが品川宿らしさを感じるのは、どのようなものですか。（複数回答） 

寺、神社が8割近く、古い建物が6割近い回答を得、歴史的建築物の評価が高い。 

次いで建物の集計が5割強の回答を集め、これまでの事業効果が認められる。 

 

問3 今後の取組について 

今後、修景した方が良いと思う街で見かける対象は何ですか（複数回答） 

電柱が5割強の回答を得る。その他でも電線類地中化要望が11件あった。 

  

78.2%

59.9%

52.5%

43.1%

38.4%

33.9%

32.9%

9.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

寺、神社 316

古い建物 242

建物の修景（ひさし、格子、のれん等） 212

路地 174

街路灯 155

案内板、標識など 137

石畳 133

その他 40

無回答 3

53.5%

40.1%

37.6%

24.0%

22.0%

14.1%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

電柱 216

コインパーキングの看板 162

自動販売機 152

その他 97

道路標識 89

消火器ボックス 57

無回答 32



 

問4 街並み景観づくりについて 

区では今後も街並みの統一感や、歴史を感じる建物整備の誘導など、街並みづくりに取

り組んでいきたいとおもっています。これらの取り組みにより、品川宿らしさは高まる

とお考えですか。 

「高まると思う」が8割近い回答を得る。 

 

問5 回答者の性別と年齢 

性別 

  

  

高まると思う

313
77.5%

高まるとは思わない

36
8.9%

わからない

39
9.7%

その他

16
4.0%

男

166
41.1%

女

237
58.7%

無回答

1
0.2%



 

年齢 

60代と70代以上が4割弱。近年の傾向よりは幅広い世代から回答を得ている。 

20歳代

26
6.4%

30歳代

79
19.6%

40歳代

88
21.8%50歳代

58
14.4%

60歳代

70
17.3%

70歳代以上

82
20.3%

無回答

1
0.2%

20歳代

26
6.4%

30歳代

79
19.6%

40歳代

88
21.8%50歳代

58
14.4%

60歳代

70
17.3%

70歳代以上

82
20.3%

無回答

1
0.2%


